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朗

十
三
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
に
至
る
イ
ラ
ン
史
は
、
そ
の
研
究
史
上
、

お
よ
そ

二
つ
の
観
黙
か
ら
考
察
さ
れ
て
き
た
か
に
み
え
る
。
一
つ
は
十
三
世
紀
の
モ
ン

ゴ
ル
の
侵
攻
を
起
貼
と
し
、

そ
れ
以
降
ト
ル
コ
・

モ
ン
ゴ
ル
的
な
諸
要
素、
が
イ

ス
ラ
ム
の
枠
組
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
形
態
で
保
持
さ
れ
、
あ
る
い
は
幾
容
し

た
か
と
い
う
、
時
閲
の
流
れ
に
沿
っ
て
追
究
し
て
い
く
見
方
で
あ
り
、
い
ま

一

つ
は
、
十
六
世
紀
初
頭
の
十
二
イ

マ
1
ム
・
シ
l
ア
波
を
標
傍
す
る
サ
フ
ァ
ヴ

ィ
l
靭
の
成
立
は
、

如
何
な
る
歴
史
的
諸
要
因
が
ど
う
関
係
し
作
用
し
た
結
果

な
の
か
と
い
う、

い
わ
ば
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

1
靭
前
史
と
し
て
の
見
方
で
あ
る
。
二

つ
の
槻
貼
共
に
、
宗
敬
、
政
治
、
佐
倉
、
経
済
、

軍
事
等
あ
ら
ゆ
る
テ
1
7
を

包
括
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
じ
事
象
も
、
い
ず
れ
の
観
貼
を
と
る
か
で
、
あ

た
か
も
プ
リ
ズ
ム
の
よ
う
に
、
微
妙
な
印
象
の
違
い
を
示
す
。

十
三
・
十
四
世
紀
の
北
西
イ
ラ

ン
は
、
諸
イ
ル

・ハ

ン
た
ち
、
チ
ョ
パ

γ
系

ア
ミ
l
ル
た
ち
、
ジ

ャ
ラ
イ
ル
朝
等
モ
ン
ゴ
ル
系
政
治
権
力
が
浮
沈
を
繰
り
返

す
一
方
、
諸
々
の
イ
ス

ラ
ム
紳
秘
主
義
数
園
が
、
蛍
時
の
宗
数
的
メ
ン
タ
リ
テ

ィ
ー
を
反
映
す
る
か
の
よ
う
に
生
成
し
活
動
し
た
。
サ
フ
ィ

l
⑪
阻
止

白

E
Z

ハ
一
三
三
四
年
波
〉
を
初
代
の
激
闘
指
導
者
シ
ャ
イ
フ
と
す
る
ア
ル
ダ
ピ

l
ル

の
サ
フ
ア
ヴ
ィ
l
数
回
も
、
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
れ
が
、
す
な
わ
ち
後
の
サ

-148ー
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フ
ァ
ヴ
ィ
l
朝
(
一
五

O
一
|
一
七
二
二
〉

の
頑
芽
期
の
姿
な
の
で
あ
る
。
ミ

ノ
ル
ス
キ
l
、
ヒ
ン
ッ
、
ベ
ト
ル
シ
ェ
ア
ス
キ
ー
、
シ
ュ
プ
l
ラ
l
、
ロ
エ
マ

l
、
ラ
ム
ト
ン
、
オ
パ
γ
等
、
今
世
紀
の
イ
ス
ラ
ム

・
イ
ラ
ン
皐
に
偉
大
な
足

跡
を
残
し
た
締
羅
星
の
ご
と
き
皐
者
逮
は
、
モ

γ
ゴ
ル
支
配
下
の
イ
ラ
ン
に
つ

い
て
も
精
徹
な
研
究
を
繰
り
庚
げ
、
次
の
世
代
の
研
究
に
指
針
を
奥
え
て
く
れ

て
い
る
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
書
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
設
生
し
設
展
し
て
き
た
こ

の
イ
ラ
ン
皐
の
停
統
を
縫
承
し
つ
つ
生
ま
れ
、
聖
者
俸
と
文
書
の
援
用
・
分
析

と
い
う
メ
ソ
ッ
ド
の
特
徴
を
遺
憾
な
く
示
す
も
の
で
あ
る
。
考
察
劉
象
は
、
サ

フ
ア
ヴ
ィ
l
数
回
を
中
核
と
す
る
紳
秘
主
義
敢
闘
の
祉
禽
・
経
済
的
活
動
と
そ

の
影
響
力
で
あ
り
、
後
で
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
の
結
論
は
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
i
朝
前

史
の
基
本
的
認
識
に
燭
れ
る
も
の
で
あ
る
。

著
者
グ
ロ
ン
ケ
女
史
は
、
一

九
七

O
年
よ
り
五
年
関
、
ゲ
ッ
テ
イ
ン
ゲ
ン
大

皐
で
英
文
・
傍
文
皐
を
主
に
専
攻
し
た
後
、
同
大
皐
で
イ
ス
ラ
ム
拳
を
志
し

た
。
主
専
攻
は
ア
ラ
ブ
皐
〈
師
は

E
r
R
H
H
M
m
E
n
y〉、
第
一
副
専
攻
は
イ
ラ

γ
皐
(
同
じ
く
者
弘
子
角
田
口
N-
。
。
庄
日
仏
国
巾
円
H
B
Eロ
)
、
第
二
副
専
攻

は
ト
ル
コ
皐
(
向
じ
く
の
R
E
三
口
o
a
h
o
H〉
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
関
、

ラ
テ
ン
語
、
で
フ
ラ
イ
語
、
ア
ル
メ
ニ
ア
語
も
剤
自
得
し
た
。
一
九
八
三
年
か
ら

二
年
関
、
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
の
明
託
で
パ
リ
に
て
ベ
ル
シ
ア
語
を
数
え
た
。
一

九
八
五
年
か
ら
一
九
九
一
年
ま
で
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
皐
東
洋
皐
ゼ
ミ
に
て
、

講

師
・
助
手
と
し
て
授
業
に
携
わ
っ
た
。
本
書
は
、
こ
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
在
任
中

に
、
国
釦

E
5
2
0ロ
(
大
皐
数
授
資
格
論
文
)
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
現
在
ケ
ル
ソ
大
皐
東
洋
風
午
ゼ
ミ
の
数
授
の
職
に
あ
る。

「
序
文
」
公
1
3。
研
究
史
の
展
望
の
中
で
、
モ

ン
ゴ
ル
の
支
配
に
関
す
る

研
究
で
は
、
社
舎
・
経
済
史
は
綿
密
な
考
設
に
飲
け
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
サ

フ
ァ
ヴ
ィ
l
朝
研
究
者
は
、
モ

ン
ゴ
ル
時
代
の
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
1
数
回
に
十
分
に

は
関
心
を
携
わ
な
い
こ
と
、
更
に
、
あ
る
特
定
の
地
域
の
ミ
ク
ロ
的
規
黙
か
ら

の
観
察
が
、

史
料
不
足
も
原
因
し
て
、
オ
バ
ン
や
モ
レ
の
研
究
を
除
け
ば
、

な

さ
れ
て
い
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
著
者
が
北
西
イ
ラ
ン
を
封
象
に
行
な

お
う
と
す
る
こ
と
は
、
未
だ
十
分
活
用
さ
れ
て
い
な
い
以
下
に
翠
げ
る
三
つ
の

史
料
の
援
用
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
示
す
「
個
々
の
ヴ
ィ
ジ

ョ
ン
の
総
合
」
で
あ

る
。
著
者
は
言
う
、
「
と
り
わ
け
吐
曾
・
経
済
史
に
関
し
て
多
く
の
情
報
を
提

供
す
る
こ
れ
ら
三
つ
の
史
料
の
詳
細
な
分
析
が
、
本
書
の
目
的
で
あ
る
」
、

と。

「
史
料
」
Q
1
N
3。
三
つ
の
史
料
の
解
題
が
な
さ
れ
る
。
一

つ
は
、
二
二

五
八
年
早
口
切
m
N
NE

に
よ
っ
て
ベ
ル
シ
ア
語
で
書
か
れ
た
、
サ
フ
ィ

1
の
俸

七
一¥g
a
b
N
'
h
n
H
¥
b
(匂
-
叫
)
な
る
聖
者
停
で
あ
る
。
そ
の
奇
蹟
露
ゆ
え
に
、

史

料
と
し
て
の
債
値
が
許
償
さ
れ
に
く
い
聖
者
停
で
は
あ
る
が
、
匂
匂
で
は
、
奇

蹟
需
の
背
景
に
現
れ
る
停
記
的
要
素
、
固
有
名
詞
が
言
及
さ
れ
る
政
治
的
な
事

件
や
、
地
誌
上
の
描
篤
は
、
大
盤
に
お
い
て
信
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

9
1
こ
の
聖
者
俸
は
ま
た
、
「
年
代
記
や
文
書
で
は
燭
れ
ら
れ
な
い
、

民
衆
l

農
民
、
手
工
業
者
、
小
商
人
ら
下
層
の
人
々
|
の
日
常
生
活
、
考
え
、
債
値
観

を
反
映
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
文
化
史
、
社
曾
心
理
皐
、
精
一
柳
史
上
、
貴

重
な
史
料
で
あ
る

(δ
。
」
向
、
使
用
さ
れ
た
定
本
は
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
1
靭
成

立
以
降
に
な
さ
れ
る
改
獲
を
菟
れ
た
と
思
わ
れ
る
、
十
五
世
紀
書
官
時
の
二
つ
の

寓
本
の
内
、
イ
ス
タ
ン
プ
ル
本
の
方
で
あ
る
。

二
つ
目
の
史
料
は
ア
ル
ダ
ピ

1
ル
文
書
群
で
、
著
者
が
主
に
分
析
し
た
の
は

そ
の
内
の
、
一
二
四
九
年
か
ら
二
ニ
七
七
年
に
わ
た
る
、
頁
買

・
賃
貸
契
約
や

ワ
ク
フ
を
中
心
内
容
と
す
る
計
二
O
六
遁
の
私
文
書
で
あ
る
。

著
者
は
既
に
博

士
論
文
で
、

こ
の
文
書
群
の

一
部
を
扱
っ
て
お
り
、
私
文
書
の
研
究
者
と
し
て

確
た
る
見
識
を
持
つ
(宮
D
E
E
の
g
ロ
Z
・
h
E
E
R
r
s

札、
q
h帆R
r

旬、帆
G
Q
H
Sふ
民
詰
丸
町
、
同
札
吋
h
H
N
-
R
3人
』

匂

・

~
R
H
F
、
P
R
3札
2
4
h
b
R
h
弘
、
.n同
R
N
F
ミ・
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切
巾

H
-
5
5∞N
参
照
〉
。
「
地
域
的
に
比
較
的
限
定
さ
れ
た
範
圏
内
で

の
、
あ

る
ひ
と
ま
と
ま
り
の
人
的
集
闘
の
血
縁
や
契
約
関
係
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
」

こ
の
文
書
群
か
ら
は、

社
品
閏
・
経
済
上
の
複
雑
な
諸
関
係
、
賞
一
該
地
の
地
域
構

造
を
讃
み
と
る
こ
と
が
で
き
る

C
3
0

一
一
一
つ
目
の
史
料
は
、
メ

-EHな
る
人
物
に
よ

っ
て

一
五
七

O
年
ベ
ル
シ
ア
語

で
編
ま
れ
た
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

l
数
闘
の
所
有
す
る
不
動
産
の
登
記
書

ヤ
弓
や

1
3帆
S
2ミ
)
で
あ
る
。
数
園
の
不
動
産
の
所
有
朕
況
を
確
定
せ
ん
と
、
嘗

時
ま
だ
残
存
し
て
い
た
原
文
書
を
再
検
査
し
て
書
か
れ
た
こ
の
登
記
奮
は
、
ア

ル
ダ
ピ
l
ル
文
書
群
に
含
ま
れ
る
原
文
書
の
内
容
と
の
比
較
を
可
能
に
す
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、

法
的
手
綴
き
の
具
盤
的
な
数
果
や
、
数
園
が
物
件
を
獲
得
し

て
い
く
過
程
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
原
文
書
と
、

そ
れ
に
劉
臨
略
す
る
登
記
書

と
い
う
ベ
ア
の
史
料
の
存
在
は
、
イ
ス

ラ
ム
撃
に
お
い
て
は
、
唯

一
サ
フ
ァ
ヴ

ィ
l
数
闘
の
場
合
に
の
み
見
ら
れ
る
ハ

H
S。

「
地
理
的
空
間
」
(
日
甲
l
l
g
)
。
こ
こ
で
は、

北
西
イ
ラ
ン

の
気
候
、
水
利
等

の
一
般
地
勢
、
民
族
、

言
語
、
宗
数
の
諸
伏
況
が
言
及
さ
れ
る
。
聖
者
出
陣

匂匂

に
基
づ
く
著
者
の
見
解
の
中
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
興
味
深
い
指
摘
も
見
ら
れ

る
。
「
ト
ル
コ
人
と
モ

ン
ゴ
ル
人
は
、
イ
ラ

ン
の
住
民
の
意
識
の
中
で
は
同
一

視
さ
れ
て
い
た

G
S。
」

「
一
般
民
衆

ι虫
色
え

S
Z
〈
D-r
は、

イ
ラ
ン

と
い
う
意
識
よ
り
も
、
イ
ス
ラ
ム

の
信
仰
の
中
に
自
ら
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ

テ
ィ

を
見
出
そ
う
と
し
、
ム
ス
リ
ム
と
ト
ル
コ

人
は
、
後
者
が
非
イ
ス
ラ
ム
的
な
習

慣
を
保
つ
た
め
、
協
調
す
る
こ
と
の
な
い
明
確
な
劉
立
関
係
の
中
で
捉
え
ら
れ

て
い
た

2
3。
」
「
し
か
し
そ
の
反
面
、

H
H

帥ロ

と
か
H
H
白ロ
1
8
B
E
と
い
う

モ
ン
ゴ
ル
治
下
で
再
び
現
れ
る
語
が
匂
匂
に
も
現
れ
る
。
こ
の
事
賀
は
、

一
般

民
衆
も
自
ら
が
他
の
民
族
と
呉
な
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る

G
S
J
言
語
に
つ
い
て
は
、
複
数
個
の
使
用
が
一

般
的
で
あ
り
、
サ
フ
ィ
l

自
身
、
ベ
ル
シ
ア
語
、
ト
ル
コ
語
、
モ
ン
ゴ
ル
語
、
ア
ラ
ブ
語
を
話
し
た
。
ま

た
彼
は
、

ア
ル
ダ
ピ
l
ル
の

ベ
ル
シ
ア
語
方
言

g
E詰
止
弘
、
人
ね
な
止
を
使

い
、
ア
ゼ

ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
の
ベ

ル
シ
ア
語
方
言
〉
守
口
で
詩
を
作
っ
た
と
い

う
ハ
企
〉
。

こ
の
章
で
更
に
興
味
を
ひ
く
の
は
、
匂
匂

と
文
書
に
基
づ
く
、
都
市
ア
ル
ダ

ピ
i
ル
の
景
観
の
再
構
成
の
試
み
で
あ
る
。

四
つ
の
門
や
モ

ス
タ
の
名
稽
及
び

位
置
の
比
定
が
な
さ
れ
、
宮
自
包
日間
与
と
稿
さ
れ
る
、
街
の
中
心
バ
ザ
l
ル

と
、
そ
の
周
固
に
形
成
さ
れ
た
小
バ
ザ
l
ル
群
の
存
在
が
浮
彫
に
さ
れ
る
。
織

物
業
を
メ
イ
ン
と
し
て
、
冶
金
業
、

雨
替
商
枯
一寸
の
業
種
別
の
バ
ザ
l
ル
の
大
ま

か
な
位
置
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
サ
フ
ア
ヴ
ィ
l
数
闘
の
聖
廟
建
築
群

の
形
成
史
に
つ

い
て
は
、
サ
フ
ィ

I
自
ら
が
居
所
の
た
め
に
選
び
定
め
た
場
所

に
ま
つ
わ
る
停
承
か
ら
始
ま
り
、
第
二
代
シ
ャ
イ
フ
の
サ
ド
ル

mYL円同
ケ
告
ロ

の
時
代
に
起
こ
っ
た
、
一
大
聖
廟
群
へ
の
設
展
の
経
緯
が
述
べ
ら
れ
る
。
聖
廟

建
築
群
に
つ
い
て
は
、

モ
ル
ト

ン
の
先
行
研
究
が
あ
る
が
、
グ
F

ン
ケ
氏
の
そ

れ
は
、
聖
者
俸
を
有
数
に
利
用
し
て
い
る
勲
が
注
目
さ
れ
る
。

「
環
境
、
社
曾
、
個
人
」
(
合
|
エ
⑦
。
こ
こ
で
は
、
増
大
す
る
祉
禽
不
安

の
中
で
、
シ
ャ
イ
フ
た
ち
は
民
衆
に
と
っ
て
庇
護
の
場
で
あ
り
、
精
神
的
な
指

導
者
で
あ
る
と
い
う
、
ス

I
フ
イ
ズ
ム
研
究
に
お
け
る

一
基
本
命
題
の
確
認

と、

奇
蹟
信
仰、

聖
者
崇
奔
、
複
雑
な
ド
グ

マ
の
担
紹
、
ア
リ
l
崇
奔
、
シ

l

ア
と
も
ス

ソ
ナ
と
も
決
定
し
が
た
い
宗
波
性
と
い
?
た
諸
現
象
の
下
に
概
念
化

さ
れ
る
民
衆
イ
ス
ラ

ム
〈
o-z
u
F
S
の
指
摘
が
、
行
論
の
起
黙
に
な
っ

て
い

る
。
匂
匂
か
ら
は
、
蛍
時
の
宗
数
生
活
の
賀
践
が
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ド
に
停
え
ら
れ
て

い
る
。
ハ
シ
l
シ
を
ス
l
フ
ィ

1
の
修
行
に
使
用
し
た
り
、

金
曜
モ
ス
ク
で
の

櫨
奔
さ
え
行
な
わ
ぬ
人
々
の
存
在
、

ト
ル
コ
・
モ
ン
ゴ
ル
的
な
習
慣
を
想
起
さ

せ
る
よ
う
な
、

男
女
同
席
で
の
踊
り
を
許
す
シ
ャ
イ
フ

(
サ
フ
ィ

ー
は
そ
れ
ら

A
U
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を
非
難
し
た
て
サ
フ
ィ
l
の
靴
や
帽
子
、
彼
が
僅
を
浄
め
る
た
め
に
使
っ
た

水
ゃ
、
水
を
飲
む
た
め
に
使
っ
た
器
を
手
に
し
、
そ
れ
ら
に
病
の
治
癒
や
幸
運

を
も
た
ら
す
数
果
が
あ
る
と
信
ず
る
人
々
の
行
動
等
が
描
か
れ
る
守
由
民
・
1

不
幸
や
成
功
の
一
つ
一
つ
が
、
シ
ャ
イ
フ
の
お
こ
す
奇
蹟
に
鋪
せ
ら
れ
た
こ

と
、
十
三
・
十
四
世
紀
に
は
、
各
村
落
に
も
自
稽
シ
ャ
イ
フ
が
繍
々
と
あ
ら
わ

れ
、
信
奉
者
を
糾
合
し
、
ダ
ル
ヴ
ィ
シ
ュ
の
活
動
が
顕
著
と
な
り
、
そ
の
意
義

を
増
大
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
、
ま
た
サ
フ
ィ

1
の
許
に
存
在
し
た
多
く
の

お守

ゃ
、
彼
の
非
難
を
受
け
る
宮
内
お
お
吾
、
の
活
動
も
具
種
的
に
指
摘
さ
れ
、
「
民

衆
イ
ス
ラ
ム
的
な
諸
現
象
を
頼
著
に
示
す
嘗
時
の
宗
教
生
活
は
、
ダ
ル
ヴ
ィ
シ

ュ
に
よ
っ
て
鐙
現
さ
れ
て
い
た
」
と
設
か
れ
る
(
H
0
3
。

著
者
は
ま
た
、
「
生
活
感
情
と
不
安
」
と
い
う
見
出
し
の
章
で、

未
だ
イ
ス

ラ
ム
皐
で
十
分
に
は
認
識
さ
れ
て
い
な
い
「
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
l
研
究
」
の
分
野

に
燭
れ
る
。
こ
の
研
究
は
、
「
よ
り
康
範
な
民
族
的
、
社
合
的
、
文
化
的
な
共

同
値
内
で
は
、
一
様
な
生
活
値
験
を
通
し
て
、
個
々
人
の
持
つ
思
考
や
感
情

が
、
同
様
の
傾
向
を
示
す
に
至
る
」
と
い
う
前
提
に
立
つ
。
そ
の
意
味
で
イ
プ

γ
・
バ
ッ
ザ
l
ズ
一
人
の
考
え
で
綴
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
多
く
の
目
撃
者
の

詮
言
を
集
め
て
成
立
し
た
聖
者
停
九
忍
は
、

重
要
な
情
報
源
で
あ
る
公
0

3
。

こ
こ
で
そ
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ

I
の
分
析
の
た
め
に
翠
げ
ら
れ
る
事
項
は
、
奇

蹟
、
夢
に
リ
ア
ル
な
意
味
を
も
た
せ
る
こ
と
、

h
s
w
N

へ
の
恐
れ
に
み
ら
れ
る

よ
う
な
、
超
自
然
的
な
も
の
に
封
す
る
強
い
意
識
、
そ
し
て
死
後
の
世
界
に
劃

す
る
恐
れ
の
四
つ
で
あ
る
。
民
衆
イ
ス
ラ
ム
と
し
ば
し
ば
樹
立
し
て
捉
え
ら
れ

る
、
正
統
信
仰
を
標
傍
す
る
ウ
ラ
マ
ー
さ
え
も
そ
の
存
在
を
認
め
た
程
、
奇
蹟

が
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
嘗
時
で
あ
っ
て
も
、
貧
は
、
多
く
の
場
合
、
目
撃
さ

れ
た
奇
蹟
の
み
が
信
用
さ
れ
た
。
奇
蹟
は
一
つ

一
つ
、
常
に
懐
疑
的
な
好
奇
心

で
検
註
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
公
。
由
民
・
)
。
十
三
・
十
四
世
紀
の
民
衆
イ
ス

ラ
ム
的
信
仰
形
態
は
、
不
安
定
な
生
活
の
中
で
集
圏
が
そ
ろ
っ
て
抱
く
不
安
感

に
封
す
る
、
心
理
率
的
な
封
隠
様
式
で
あ
り
、
数
圏
の
シ
ャ
イ
フ
逮
は
儀
式
的

な
一
定
の
形
式
を
纏
い
な
が
ら
、
人
々
を
ひ
き
つ
け
、
秩
序
の
枠
組
を
提
供
し

た
(
H
H
H
RV

著
者
は
、
ダ
ル
ヴ
ィ
シ

ュ
や
シ
ャ
イ
フ
が
人
々
の
救
済
の
た
め
に
、
皐
に
現

世
か
ら
の
精
神
的
な
離
脱
を
援
助
し
た
り
、
来
た
る
べ
き
よ
り
良
き
時
代
へ
の

希
望
の
み
を
輿
え
た
と
い
う
、
一
部
の
研
究
者
の
見
解
に
異
議
を
唱
え
、
彼
ら

の
祉
曾
的
、
心
理
的
な
、
プ
ラ
グ
テ
イ
カ
ル
な
意
義
を
具
種
的
に
指
摘
し
て
い

く
。
す
な
わ
ち
、

彼
ら
は
数
園
に
墜
政
を
な
す
支
配
者
へ

の
警
告
、
敵
針
陣
営

聞
に
入
つ
て
の
和
卒
調
停
、
糧
食
や
金
銭
の
貸
附
と
寄
附
に
よ
る
救
貧
措
置
と

い
っ
た
粧
品
間
的
機
能
を
重
要
視
し
、

信
奉
者
の
檎
大
に
努
め
た
。
シ
ャ
イ
フ
遂

の
み
が
困
窮
か
ら
人
々
を
救
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
確
信
は
、
社
舎
に

深
く
根
を
下
ろ
し
、
「
シ
ャ
イ
フ
の
も
つ
権
力
」
と
い
う
意
識
は
、
サ
フ
ィ
ー

を
王
、
制
&
立
と
呼
ぶ
人
々
の
中
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
(
H
H3

。

サ
フ
ィ
l
の
信
奉
者
の
人
的
構
成
と
し
て
、

一
般
民
衆

(
女
性
も
含
む
〉
の

他
に
、

富
裕
な
商
人
層
、
ウ
ラ
マ
l
、
サ
イ
イ
ド
、
ト
ル
コ
・
モ

ン
ゴ
ル
系
の

支
配
者
層
が
翠
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
様
の
構
成
は
、
サ
フ
ィ
l
に
敵
劃
す
る
人

々
の
中
に
も
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
ウ
ラ
マ
l
に
封
し
て
は
、
常
に

控
え
目
な
態
度
を
と
り
、
彼
ら
を
非
難
す
る
こ
と
は
な
か
司
た
と
い
う
。
ト

ル
コ
・
モ

ン
ゴ
ル
系
支
配
者
に
封
し
て
も
、
巧
妙
な
手
段
で
、
あ
か
ら
さ
ま
な

封
立
を
避
け
た
。
支
配
者
に
と
っ
て
は
、
ダ

ル
ヴ
ィ
シ
ュ
の
も
つ
莫
大
な
敷
の

信
奉
者
と
奇
蹟
を
な
す
力
が
、
支
配
に
有
利
に
作
用
す
る
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
っ

た
。
ダ
ル
ヴ
ィ
シ
ュ
に
と
っ
て
は
、

信
奉
者
を
支
配
者
の
座
政
か
ら
守
り
、
所

有
す
る
財
の
波
牧
、
掠
奪
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
支
配
者
と
の
協
調
は
必
要
だ

っ

た
と
説
く
(
H
U
3
。

-151ー
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以
上
述
べ
た
、
民
衆
イ
ス
ラ
ム
と
い
う
概
念
を
起
黙
と
す
る
著
者
の
見
解

は
、
他
の
地
域
に
つ

い
て
も
多
少
と
も
あ
て
は
ま
り
、
決
し
て
新
鮮
な
も
の
で

は
な
い
。
こ
と
で
よ
り
意
義
を
有
す
る
の
は
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

l
激
闘
を
軸
に
展

開
す
る
、
ダ
ル
ヴ
ィ
シ
ュ
の
活
動
の
無
数
の
具
燈
例
の
提
示
で
あ
る
。
イ
ル
・

ハ
ン
た
ち
、
チ
ョ
パ
ン
、
マ
リ
ク
・
ア
シ
ュ

ラ
フ
、
ジ
ャ
ラ
イ
ル
朝
の
ウ
ワ
イ

ス
ら
、
諸
年
代
記
に
登
場
す
る
人
物
が
、
こ
こ
で
は
全
く
別
の
顔
で
、
蛍
時
の

宗
教
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
l
の
中
で
捉
え
ら
れ
活
骨局
さ
れ
て
い
る
。

「
祉
曾
的
権
威
」

(H8
1
8
3。
こ
の
章
で
は
、
ア

ル
ダ
ピ
l
ル
と
そ
の
周

塗
の
村
落
の
有
力
者
同
〈
山
口
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
モ
ン
ゴ
ル
支
配
下
の
イ

ラ
ン
系
有
力
者
の
家
系

一
般
に
つ
い
て
著
者
は
、

か
れ
ら
は
モ
ン
ゴ
ル
の
侵
攻

に
も
断
絶
す
る
こ
と
な
く
存
綴
し
え
た
こ
と
、
各
都
市
の
有
力
者
の
家
系
の
構

成
は
モ
ン
ゴ
ル
の
侵
攻
前
後
で
、
基
本
的
に
努
化
し
な
か
っ
た
こ
と
、

か
れ
ら

の
家
系
の
中
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
治
下
の
新
た
な
政
治
状
況
を
利
用
し
て
、

富
の

弊
借
や
地
位
の
上
昇
を
果
し
た
分
校
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
分
校
は
、
そ
の
上

昇
に
功
あ
る
成
員
の
名
を
と
っ
て
新
た
な
ニ

ス
パ

と
し
た
こ
と
を
、
カ
ズ
ヴ
ィ

ン
や
ア
ル
ダ
ピ
l
ル
を
例
に
と
り
指
摘
し
て
い
る
(
広
三
U
。
ア

ル
ダ
ピ
l
ル

に
つ
い
て
は
、
著
者
は
少
な
く
と
も
十
二
の
有
力
者
家
系
が
検
出
さ
れ
う
る
と

し
、
そ
れ
ら
を
、
司
法
・
行
政
職
の
官
吏
を
輩
出
し
た
三
つ
の
家
系
、
商
家
と

し
て
の
こ
つ

の
家
系
、
シ
ャ
イ
フ

の
家
系
と
し
て
上
昇
し
た
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
l

家、

ト
ル
コ
系
の
有
力
者
家
系
等
に
分
類
し
て
い
る
。
ま
た
、
ト

ル
コ

・
モ
ン

ゴ
ル
系
の
家
系
と
イ
ラ
ン
人
家
系
の
聞
で
の
婚
姻
や
、
不
動
産
取
り
引
き
に
み

ら
れ
る
一
商
業
的
関
係
の
存
在
、
ト
ル
コ
・
モ

ン
ゴ
ル
系
の
人
々
が
イ
ラ

ン
系
の

名
を
子
に
命
名
し
た
こ
と
等
を
示
し
つ
つ
、

「
ト
ル
コ
人
と
イ
ラ
ン
人
は
水
と

油
の
如
く
、
自
表
的
に
は
混
じ
り
あ
わ
ず
」
と
い
う
、
ミ
ノ
ル
ス
キ
l
の
見
解

に
、
さ
さ
や
か
な
訂
正
を
求
め
て
い
る
(
区
町
民
・
〉
。

村
落
部
の
吠
況
に
つ

い
て
は
、
ま
ず
、
非
耕
作
地
帯
芯
~
号
、

に
固
ま
れ
、

城
壁
と
塔
と
要
塞

2
2
を
備
え
る
と
い
う
、
モ
ン
ゴ

ル
支
配
下
で
最
終
的
に

確
立
す
る
、
村
落
の
景
観
上
の
形
式
が
指
摘
さ
れ
る
。
績
い
て
、
村
落
の
住
民

営
ヨ
b
.
ミ

の
聞
で
は
、
土
地
所
有
や
境
界
設
定
を
め
ぐ
っ
て
の
村
落
聞
や
村

落
内
で
の
係
争
が
日
常
茶
飯
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
他
、
都
市
に
在
住

す
る
地
主
は
、
分
散
し
て
存
在
す
る
私
有
地
か
ら
の
牧
入
を
、
在
地
の
農
民
乃

至
そ
の
代
表
者
で
あ
る
吉
丸
官
、
b

に
運
搬
さ
せ
た
こ

と
、
更
に

2
5
と

呼
ば
れ
る
、

支
配
者
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
官
吏
が
村
落
部
の

監
督
を
し

た

こ
と
、
吉
丸
~
s
n
p
と

2.r
の
機
能
分
擦
は
明
瞭
で
は
な
い
も
の
の
、
い
ず
れ

も
、
支
配
者
側
と
在
地
農
民
側
の
箆
方
の
代
表
と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
た
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る

Q
ミ
)
。
こ
の
章
の
最
後
で
は
、
遺
品

N2.ぬ
と
い
う
術

語
の
解
穫
を
め
ぐ
り
、
村
落
部
の
行
政
上
の
匿
分
に
も
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る

(
N
C
斗
戸
)。

「
経
済
環
境
」
(NHH

N
8)。
こ
の
章
は
、

「
財
産
所
有
権
獲
得
の
た
め
の

諸
朕
況
」
、

「
所
有
権
確
保
の
手
段
」、

「
通
貨
と
債
格
」

の
三
つ
の
テ
l
マ
に
分

け
ら
れ
て
い
る
。
「
所
有
権
嬰
得
の
諸
伏
況
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
以
下

の
三
黙
。

ー
、
不
動
産
は
六
分
の
一
丸

g
hを
基
本
車
位
に
計
ら
れ
た
。
こ
の
計
測
法

は
モ
ン
ゴ
ル
時
代
よ
り
以
前
か
ら
以
後
に
か
け
て
存
在
し
た
。

ア
ル
ダ
ピ

l
ル

文
書
中
の
一
一
一
一一
-二

年
の
日
附
を
有
す

一
逼
は
、
例
外
的
に
土
地
の
庚
さ
を
、

そ
こ
に
播
種
で
き
る
穀
物
の
重
さ
で
表
示
し
て
い
る
。
こ
の
計
測
法
は
中
央
ア

ジ
ア
に
由
来
し
、
山
富
一
該
文
書
は
、
北
西
イ
ラ
ン
で
、
こ
の
ト
ル

コ
・
モ
ン
ゴ

ル

的
な
習
慣
が
採
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
最
古
の
詮
援
で
あ
る

Q
H
N
R・
-

2
、
北
西
イ
ラ

ン
の
各
地
所
は
、
一
般
に
複
数
の
所
有
者
に
よ
っ
て
分
割
所

有
さ
れ
、
細
分
化
を
極
め
た
。
そ
れ
故
、

一
人
が
、
一

定
の
庚
が
り
を
も
つ
ま

-152ー
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と
ま
っ
た
土
地
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
長
期
聞
に
わ
た
っ
て
、
複
数
の
人
々

と
頁
買
契
約
を
交
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
著
者
は
こ
の
細
分
化
の
原
因
を
、

元
来
財
産
の
分
割
を
規
定
す
る
イ
ス
ラ
ム
の
相
績
法
と
ト
ル
コ
・
モ

ン
ゴ
ル
系

の
遊
牧
民
に
よ
る
、
耕
地
か
ら
牧
地
へ
の
大
規
模
な
繁
換
の
二
つ
に
見
て
い
る

(
NH
q
R
〉。

3
、
獲
得
せ
ん
と
す
る
土
地
が
ワ
タ

フ
地
と
さ
れ
、
寅
買
の
流
通
か
ら
除
外

さ
れ
た
場
合
は
、
管
財
人
と
、
そ
の
土
地
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
長
期
の
賃

貸
契
約
を
結
び
、
俣
の
所
有
形
態
を
と
る
こ
と
も
あ
っ
た
(
N
H
3
。

細
分
化
に
よ
っ
て
混
沌
と
す
る
所
有
関
係
の
中
で
、
所
有
権
を
確
定
す
る
た

め
に
採
ら
れ
た
法
的
措
置
は
、
以
下
の
四
つ
で
あ
る
。

1、

h
R
、
ぬ

の
規
定
ど
お
り
、
契
約
文
書
に
寅
却
物
件
が
頁
り
手
の
所
有
に

あ
り
、
寅
り
手
が
頁
却
の
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
透
明
し
明
記
さ
せ
た
。
こ
れ

に
よ
り
第
三
者
が
所
有
権
を
主
張
す
る
こ
と
を
防
い
だ
。

2
、
買
い
手
は
前
所
有
者
の
所
有
権
詮
書
を
、
物
件
の
受
け
と
り
の
際
に
あ

わ
せ
て
入
手
し
た
。

3
、
承
認
々
、
刷
、
の
文
言
を
契
約
文
書
中
に
含
め
た
り
、
民
党
刷
、
文
書
そ

の
も
の
を
作
り
、
賓
り
手
は
蛍
該
物
件
に
制
到
す
る
所
有
権
を
放
棄
し
、
買
い
手

に
譲
渡
し
た
こ
と
を
明
文
化
し
た
。

4
、
同
一
物
件
を
数
回
購
入
す
る
こ
と
で
、
将
来
再
び
所
有
権
を
主
張
す
る

人
々
が
出
現
す
る
の
を
極
力
防
い
だ
。

著
者
は
こ
れ
ら
の
措
置
の
寅
際
を
、
原
文
書
の
分
析
に
基
づ
い
て
叙
述
し
、

口
述
の
護
言
に
の
み
讃
嬢
能
力
を
認
め
る
法
理
論
と
は
裏
腹
に
、
文
書
が
確
か

な
誼
嬢
と
し
て
数
果
を
も
つ
こ
と
を
貧
設
し
た
。

通
貨
と
債
格
に
つ
い
て
主
張
さ
れ
て
い
る
の
は
以
下
の
三
黙
。

ー
、
モ

ン
ゴ
ル
の
侵
攻
に
よ
っ
て
、
そ
れ
よ
り
二

O
O年
以
前
か
ら
不
足
し

て
い
た
銀
が
、
中
央
ア
ジ
ア
や
ヨ
l

p
y
パ
か
ら
流
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

通
貨
と
し
て
再
び
デ
ィ
ル
ハ
ム
銀
貨
が
復
活
し
、
銀
の
代
用
を
し
て
い
た
デ
ィ

ル
ハ
ム
銅
賞
は
、
元
来
の
フ
ア
ル
ス
¥
b
H
h

銅
貨
の
名
務
に
戻
っ
た
。
文
書
か

ら
判
断
す
る
限
り
、
こ
の
遁
貨
シ
ス
テ
ム
の
襲
化
は
二
一
三

O
年
と一

二
四
八

年
の
関
に
お
こ
っ
た
。
同
様
に
文
書
に
基
づ
い
て
、
一
デ
ィ
l
ナ
1
ル
H

六
デ

ィ
ル
ハ
ム
の
債
値
の
比
率
も
、
モ

ソ
ゴ
ル
治
下
で
定
め
ら
れ
、
イ
ル

・
ハ
ン
時

代
を
通
じ
て
蝿
炭
化
し
な
か
っ
た
と
誘
く
。
著
者
は
、
こ
の
新
し
い
通
貨
シ
ス
テ

ム
の
成
立
に
、
イ
ラ
ン
総
督
ア
ル
グ
γ

・
ア
カ
が
閥
興
し
て
い
た
と
推
測
し
て

い
る
(
N
N斗

R
・1

2
、
フ
ラ
グ
以
降
、
銀
の
純
度
が
漸
次
低
下
し
た
賓
欣
を
踏
ま
え
、
ガ
ザ
ン

が
一
二
九
六
九
七
年
に
行
な
っ
た
通
貨
改
一革
は
、
従
来
存
在
し
た
デ
ィ
l
ナ

1
ル
金
貨
を
銀
貨
に
繁
え
、
デ
ィ

ル
ハ
ム
銀
貨
を
こ
の
デ
ィ
l
ナ
1
ル
銀
貨

札
玄
郎
、
九

5
6
の
従
属
単
位
と
す
る
、
銀
貸
本
位
の
導
入
で
あ
っ
た
。

一
デ

ィ
!
ナ
!
ル
銀
貨
H
一ニミ

ス
カ
ー
ル
公
ヨ
A
t
N
H
四

・
三
グ
ラ
ム
〉
と
規
定

す
る
こ
の
改
革
の
寅
行
は
、
ア
ル
ダ
ピ
l
ル
文
書
に
お
い
て
は
、

二
ニ

O
三
年

の
日
附
を
有
す
一
通
に
初
め
て
確
認
さ
れ
る
。
ガ
ザ
ン
が
導
入
し
た
こ
の
銀
貸

本
位
の
シ
ス
テ
ム
は
、
テ
ィ
ム
I
ル
が
イ
ラ
ン
に
新
た
に
タ
ン
ガ
定
誕
百
貨

幣
を
も
た
ら
す
ま
で
存
績
し
た
が
、
改
革
嘗
初
規
定
さ
れ
て
い
た
重
量
と
債
値

の
割
合
は
、
保
持
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

Q
ω
N
R
V

3
、
寅
際
に
寅
賞
さ
れ
る
不
動
産
物
件
の
債
格
は
質
に
封
臨
服
し
た
。
例
え
ば

十
分
に
瀦
概
さ
れ
た

一
つ
の
村
落
は
二

O
O
Oデ
ィ

l
ナ
!
ル
に
の
ぼ
り
、
荒

駿
地
を
多
く
含
む
村
落
は
五
O
デ
ィ
1
ナ
l
ル
程
度
で
あ
っ
た

(Nω
丘
〉
。

「
ア
ル
ダ
ピ
l
ル
の
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

l
敬
圏
」

Q
8
1
8
3。
本
書
の
最
終
章

を
な
す
こ
こ
で
は
、
如
上
の
社
禽
的
、
経
済
的
な
朕
況
の
中
で
、
サ
フ
ア
ヴ
ィ

1
激
闘
自
控
が
い
か
な
る
活
動
を
し
た
か
が
、
主
に
、

最
初
の
二
代
の
シ
ャ
イ

-153ー
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フ
に
焦
貼
を
あ
て
て
述
べ
ら
れ
る
。

ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

l
家
が
元
来
富
裕
な
農
牧
民
の
出
で
あ

り
、
社
品
間
的
な
信
撃
は
決
し
て
サ
フ
ィ
!
の
数
回
創
設
に
始
ま
る

の
で
は
な

く
、
数
世
代
前
か
ら
こ
の
家
系
の
成
員
の
一

部
が
保
持
し
て
い
た
商
業
活
動
に

基
づ
く
財
ゃ
、
高
位
の
行
政
職
に
因
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
サ
フ
ィ

ー
が
自

ら
の
家
系
に
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
強
い
宗
数
的
威
信
な
の
で
あ
る
。
サ
フ
ア

ヴ
ィ

1
家
が
サ
イ
イ
ド
の
家
系
か
否
か
と
い
う
懸
案
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
著

者
は
断
定
的
な
解
答
は
出
し
て
い
な
い
も
の
の
、
十
四
世
紀
半
ば
阪
に
、
こ
の

家
系
が
預
言
者
の
末
沓
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
事
資
を
指
摘
し
て
お
り
、

決
し
て
否
定
的
で
は
な
い

(
M
E
R
-

著
者
は
サ
フ
ィ
!
と
そ
の
師
ザ
l
ヒ
ド

N
喜一
ι
と
の
関
係
を
述
べ
る
中
で
、

ザ
l
ヒ
ド
は
サ
フ
ィ
!
の
中
に
、
自
身
と
は
全
く
異
質
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー

を
見
、

宣
教
や
、
数
幽
の
問
題
の
解
決
に
見
せ
る
そ
の
行
動
力
ゆ
え
、
自
分
の

数
幽
す
な
わ
ち
ザ

i
ヒ
デ
ィ
l
ヤ

N
岱

吾
首

の

シ
ャ
イ
フ

の
地
位
を
、
息
子

に
で
は
な
く
、
娘
婿
の
サ
フ
ィ
l
に
委
ね
た
と
考
え
て
い
る

Q
2
1
サ
フ
ィ

ー
の
生
涯
に
わ
た
る
活
動
を
総
括
し
て
、

著
者
は
次
の
よ
う
に
言
う
、
「
サ
フ

ィ
ー
は
、
現
貨
の
枇
舎
に
極
め
て
オ
ー
プ
ン
な
態
度
を
と
り
つ
づ
け
た
。
異
民

族
の
支
配
に
直
面
し
て
、
そ
れ
に
操
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
イ
ス
ラ
ム

の
信
仰
を

強
化
し
、
ム
ス
リ
ム
に
新
し
い
局
面
を
輿
え
た
。
サ
フ
ァ
ヴ
ィ

l
数
闘
の
成
功

の
前
提
と
し
て
、
創
始
者
で
あ
る
彼
の
多
面
的
、

カ
リ
ス
マ
的
な
人
格
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
彼
は
心
理
的
、
社
舎
的
、
そ
し
て
経
済
的
な
土
肇
を
築
き
、
第

二
代
シ
ャ
イ
フ
、
サ
ド
ル
は
そ
れ
を
足
場
に
数
闘
を
笈
展
さ
せ
た
。
」
サ
フ
ィ

ー
は、

十
六
世
紀
に
な
っ
て
サ
フ
ア
ヴ
ィ

1
朝
に
敵
意
を
抱
い
た
ス
ン
ナ
波
の

歴
史
家
や
紳
象
者
に
よ
っ
て
も
、

「
イ
ス
ラ
ム
法
の
岡
県
の
代
表
者
」
、
「
完
全
な

る
師
」
と
し
て
、
偉
大
な
る
聖
者
に
列
せ
ら
れ
た
。
F

叫匂

の
中
で
、
サ
フ
ィ

I

は
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
七
世
紀
の

ヨ
R
E
R
F
b・札
(
百
年
に

一
度
現
わ
れ
る
信
仰
の
革

新
者
〉

と
み
な
さ
れ
た
と
い
う
指
摘

(
M
E
R-)

は
、

モ
ン
ゴ
ル
支
配
以
降
の

イ
ラ

ン
宗
数
史
を
認
識
す
る
上
で
、

重
要
な
意
味
を
持
つ
と
評
者
は
み
る
。

サ
フ
ィ
l
波
後
五
七
年
も
の
問
、
数
幽
を
率
い
た
サ
ド

ル
(
一
一
一
一

O
五
|
一

三
九
一

/
九
二
)
の
活
動
は
、
そ
れ
が
長
期
に
わ
た
る
割
に
は
意
外
と
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
。
評
者
は
、
か
つ
て
著
者
の
も
つ
ゼ
ミ
に
参
加
し
た
折
、
女
史

が
サ
ド
ル
の
こ
の
あ
ま
り
に
長
期
の
数
幽
経
営
を
強
調
し
て
い
た
こ
と
を
思
い

出
す
。
著
者
が
、
こ
こ
に
数
闘
の
設
展
の
鍵
を
見
い
出
し
て
お
り
、
サ
ド
ル
の

活
動
の
考
察
が
本
書
の
キ
1

・
ポ
イ

ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
著
者
が
指
摘
す
る
内
容
は
以
下
の
三
黙
で
あ
る
。

ー
、
サ
ド
ル
は
、
マ
リ
ク

・
ア
シ
ュ
ラ
フ
と
の
札
機
が
原
因
で
逃
亡
し
て
い

た
ギ
l
ラ
l
ン
か
ら
、
再
び
ア

ル
ダ
ビ
ー
ル
へ
戻
っ
た
一
三
五
六
年
を
契
機

に
、
活
滋
な
経
済
活
動
を
展
開
し
た
。
す
な
わ
ち
、
逃
亡
中
に
混
飢
し
た
、
数

図
や
サ

フ
ァ
ヴ
ィ

l
家
が
所
有
す
る
不
動
産
物
件
を
再
確
認
し
て
確
定
す
ベ

く
、
登
録
を
始
め
た
。

ま
た
、
物
件
の
葬
得
を
、

計
重
的
に
、
財
の
機
大
と
い

う
意
闘
を
明
確
に
定
め
て
、
大
々
的
に
行
な
っ
た
。
こ
の
行
震
は
、
父
の
サ
フ

ィ
1
さ
え
、
生
前
あ
ま
り
に
も
世
俗
的
と
警
告
し
た
類
の
も
の
だ
っ
た
。
ア
ル

ダ
ピ
l
ル
の
街
の
内
部
の
パ
ザ
l
ル
等
を
、
計
輩
的
に
獲
得
し
た
の
は
、
サ
ド

ル
が
初
め
て
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ル
ダ
ピ
l
ル
周
遊
に
飛
び
地
と
し
て
散
在
し

て
い
た
私
有
地
を
結
び
、
康
大
な
土
地
所
有
を
貸
現
す
ベ
く
、
各
飛
び
地
の
閲

に
横
た
わ
る
、
他
者
の
所
有
に
あ
っ
た
地
所
を
、
忍
耐
強
く
、

長
期
に
わ
た

っ

て
複
数
の
人
々
と
契
約
を
重
ね
つ

つ
獲
得
し
て
い
っ
た

(8
3。

2
、
激
闘
と
サ

フ
ァ
ヴ
ィ
l
家
の
信
墜
を
高
め
る
べ
く
、
父
サ
フ
ィ
l
の
俸

を
集
成
し
た
匂
仇

の
編
纂
を
促
し
た
。
ま
た
父
の
墓
廟
を
再
建
し
、
数
闘
の
修

道
場
も
大
規
模
に
鎖
大
し
た
。
阿

F-VUHE
に
あ
っ
た
祖
父
の
纂
も
ア
ル
ダ
ピ
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ー
ル
に
移
し
た
。
サ
フ
ィ
ー
を
逼
じ
て
、
自
ら
の
家
系
が
威
信
と
信
撃
を
得
た

事
寅
を
鑑
み
、
サ
ド
ル
は
、
父
の
名
を
と
っ
て
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
と
い
う
ニ
ス

パ
を
自
分
に
つ
け
た
。
こ
の
新
し
い
ニ
ス
パ
を
附
す
こ
と
は
、
サ
ド
ル
の
家
系

が
ア
ル
ダ
ピ
l
ル
の
名
家
に
な
り
え
た
こ
と
の
象
徴
で
は
あ
っ
た
が
、
サ
フ
ア

ヴ
ィ
l
家
の
信
撃
の
土
牽
は
、
他
の
有
力
者
の
家
系
と
は
異
な
り
、
飽
く
ま
で

宗
激
的
な
そ
れ
で
あ
っ
た

(
N
C。

3
、
サ
ド
ル
の
こ
う
し
た
活
動
は
、
同
時
代
人
に
強
烈
な
印
象
を
残
し
た
。

そ
の
印
象
は
ロ
承
で
後
世
ま
で
停
わ
り
、
重
大
な
事
件
と
結
び
つ
い
て
侍
読
化

さ
れ
た
。
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
l
家
と
テ
ィ
ム
l
ル
と
の
交
流
を
語
る
諸
俸
承
も
こ
こ

か
ら
生
じ
た
(
日
斗
N
R
・
-

本
書
の
結
論
は
、
こ
の
章
の
最
後
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
著
者

は
衣
の
よ
う
に
言
う
、

「サ
フ
ァ
ヴ
ィ

1
数
闘
の
初
期
の
シ
ャ
イ
フ
遼
は
、
現

世
の
諸
事
や
政
治
に
能
力
を
設
揮
し
た
活
動
的
な
男
た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
ら

は
、
時
代
の
趨
勢
に
影
響
を
輿
え
、
現
世
の
生
活
の
あ
り
方
に
関
わ
っ
た
。
激

闘
は
宗
数
的
な
性
格
を
保
ち
な
が
ら
も
、
世
俗
権
力
と
し
て
成
長
し
て
い
っ

た
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
、
俗
世
に
目
を
背
け
、
膜
想

に
耽
け
る
ス
1
フ
ィ
l
の
姿
と
は
異
な
る

Q
m
d。」

本
書
の
概
要
は
以
上
で
あ
る
。
本
書
の
特
徴
と
し
て
以
下
の
二
貼
を
奉
げ
て

お
き
た
い
。

ま
ず
第

一
に
使
用
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
。
文
書
の
援
用
は
、
著
者
だ
か
ら
こ

そ
可
能
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
女
史
と
話
を
し
た
際
、
日
本
の
イ
ル
・
ハ
ン
朝
研

究
者
な
ら
、
ま
ず
全
て
の
人
が
知
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
俸
読
上
の
人
物
ア
ラ

ン
・ゴ

ア
を
、
女
史
は
知
ら
な
い
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
女

357 

史
の
不
名
容
な
の
で
は
な
く
、
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
で
は
、
調
脚
離
が
根
本
的

に
異
な
る
こ
と
の
示
唆
な
の
で
あ
る
。
現
に
日
本
で
は
、
か
な
り
の
研
究
者
が

お
り
な
が
ら
、
管
見
の
限
り
、

・2
や
知
ミ
を
未
だ
誰
も
利
用
し
て
い
な
い。

イ
ス
ラ
ム
史
の
研
究
で
は
、
往
々
に
し
て
、
日
本
と
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
貸
の
と

こ
ろ
互
い
に
相
補
う
説
黙
で
研
究
し
て
い
な
が
ら
、
未
だ
十
分
な
交
流
が
な
い

よ
う
に
、
評
者
は
感
じ
て
い
る
。
本
書
は、

自冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
親
黙
も

メ
ソ
ッ
ド
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
イ
ス
ラ
ム
・
イ
ラ
ン
皐
の
俸
統
に
基
づ

い
て
い

る
。
そ
れ
故
、
本
書
は
日
本
人
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
特
に
興
味
深
い
研
究
に

な
る
か
と
思
う
。

第
二
に
、
社
曾
、
経
済
、
宗
教
に
わ
た
る
諸
々
の
具
種
相
が
、
膨
大
な
デ
ー

タ
に
基
づ
い
て
、
僅
系
的
に
摘
篤
さ
れ
て
い
る
駄
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
こ

の
紹
介
欄
で
は
緊
張
感
さ
え
譲
者
に
も
た
ら
す
、
次
か
ら
次
に
描
か
れ
る
事
例

の
数
々
を
再
現
で
き
な
か
っ
た
。
讃
者
は
一
つ
の
事
例
を
知
る
こ
と
で
、

一

つ
の
認
識
を
得
る
か
も
し
れ
な
い
。
筒
、
本
書
に
は
入
念
に
作
成
さ
れ
た
索
引

9
2
1
8
3
が
附
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
文
だ
け
で
三
五
七

ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
本
書
の
扱
い
が
容
易
と
な
ろ
う
。
た
だ
し
同
じ
主
張
や
史
料
引

用
の
繰
り
返
し
が
遁
讃
を
若
干
困
難
に
し
て
い
る
と
い
う
印
象
は
残
る
。

一
加

の
本
の
執
筆
の
際
に
は
、
繰
り
返
し
も
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
今
少
し
構
成
を
改

め
て
、
簡
素
化
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
集
、
か
す
る
。

著
者
は
、
博
士
論
文
と
本
書
と
の
こ
加
の
皐
術
専
門
書
を
出
版
し
、
漸
く
、

ド
イ
ツ
の
教
授
資
格
篠
件
を
涌
し
た
。
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